
校長 戸田 太郎

空気が澄んで空が青く、気持ちのよい季節となりました。

つい先日まで、教室や運動場、体育館の暑さに神経をとがらせ、毎日熱中

症指数を計測していました。それからわずかの間で、今度は温度が低いこと

への対策が迫られています。

そのような中、長岡の山や川、空の色、咲いている植物の種類、店頭に並

ぶ果物や野菜の変化などから、毎日少しずつですが秋が感じられます。校舎

内にも季節の植物が、いつも美しく飾られています。給食では、季節に合わ

せた献立も工夫されています。子どもたちの学習や作品にも季節があふれて

いますし、教職員が作る掲示物も、季節に合わせて作られています。学校の

中にいても、秋を感じることができます。

今年度も感染症拡大の不安が続き、なんとなく「我慢」「閉塞感」などのネ

ガティブな思考や生活になりがちです。このような時こそ、少し気持ちを落

ち着かせ、時には立ち止まり、広い視野で周りを見て、様々なことを感じて

いきたいと思っています。そうすると、季節を感じるだけでなく、子どもの

よさもたくさん見えてきます。

今年度は、５年生の自然教室と６年生の修学旅行を予定通りに実施するこ

とができました。どちらも行事でも「すごい、上手」「ありがとう」「気にし

ないで」「大丈夫だよ」などの温かい言葉が数多く聞かれ、とても嬉しく思い

ました。

子どもたちの心の中も、

実りの秋を迎えています。
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